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さいたまＳＤＧｓ教育について 

 

日常生活において学習を重ねることは、様々な活動と結びついて、ＳＤＧｓの掲げ

る「誰一人取り残すことのない持続可能な社会の実現」へとつながっています。 

学校教育では、ＳＤＧｓを念頭にこれまでの取組を捉え直し、各校の特色を生かし

て児童生徒一人ひとりが実社会の課題の解決に目を向けることのできる取組へと深化

させてまいります。 

また、公民館や図書館などの生涯学習関連施設では、持続可能なまちづくりに向け

て様々な講座やイベント、展示を行ってきました。この度、こうした取組がＳＤＧｓ

にどう関わっているのかを分かりやすく紹介するレポート（ＰＲシート）を公開し、

ＳＤＧｓの普及啓発を図ってまいります。 

 

記 

１ ＳＤＧｓの「教育」に関する目標 

    ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指

しています。１７ある目標のうち、「教育」では、「全ての人々に包摂的かつ公平で

質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」と掲げられています。 

 

２ 学校教育を通じたＳＤＧｓ実現のための取組 

   これまで、国際理解教育、環境教育、人権教育などを通して持続可能な社会の

創り手の育成に取り組んでまいりました。今後は、現代社会の課題を自分事とし

て捉え、他者と協働し、課題の解決のために「考え」「行動する」ことを重視した

取組を、全ての市立学校で進めてまいります。 

 

（１）ＰＲシートの掲載場所 

    さいたま市ホームページ 

> 子育て・教育 > 教育 > 教育委員会 > さいたま市の学校教育 

> 学校教育におけるＳＤＧｓの取組の推進 

記者発表資料   

令和２年９月２８日（月） 

問い合わせ先：指 導 １ 課 小林、小口 

       高 校 教 育 課 木暮 

生涯学習振興課 田方、曽根 

電話：８２９－１６６０（内線４０６４） 

   ８２９－１６７１（内線４１４６） 

８２９－１７０４（内線４１１７） 

議題１ 
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（２）公開開始日 

    令和２年９月２８日（月）午後１時３０分～ 

 

３ 生涯学習関連施設の取組を通じたＳＤＧｓの普及啓発 

  公民館や図書館、博物館をはじめとした生涯学習関連施設において、環境、健康、

福祉、文化、人権など、持続可能な地域社会の構築に向けた多種多様な学びの場を

提供しています。こうした、各館での地域社会に根差した特色ある取組をＳＤＧｓ

の各目標に関連付けて、写真やイラストを盛り込み、分かりやすく紹介するＰＲシ

ートを市ウェブサイトで公開します。 

 

（１）ＰＲシートの掲載場所 

    さいたま市ホームページ 

> 子育て・教育 > 生涯学習 > さいたま市の取り組み 

> 生涯学習関連施設におけるＳＤＧｓの取組の推進 

 

（２）公開開始日 

    令和２年９月２８日（月）午後１時３０分～ 

SDGs カラーホイール 



さいたま市教育委員会 2

令和２年９月２８日



○ 令和元年７月 「SDGｓ未来都市」に選定
○ 令和元年８月 「さいたま市ＳＤＧｓ未来都市計画」を策定

■SDGｓ未来都市の経緯

誰もが「住みやすい」「住み続けたい」
と思えるさいたま市の実現
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2030年のあるべき姿

国の支援を得ながらモデルとして普及展開を図
り、「持続可能なまちづくり」の実現を図っていく。

選定された自治体の役割



■SDGs の市民認知度
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「内容まで知っている」「SDGｓという言葉を聞いたことがある」「ロゴやイラストを見たことがある」人の割合の
合計（さいたま市民の「SDGｓの認知度」）は約２２．４％で、知らない人の割合は約７８％でした。

■あなたは、SDGｓについてどの程度知っていますか。

77.6%
知りません。

【出典】
令和元年度第３回

令和元年１２月実施
1,000名を対象

8.7%
内容まで知っています。

13.7%
SDGｓという言葉を聞

いたことがあります。または、
ロゴやイラストを見たことが
あります。

認知度
２２．４％



■持続可能な開発のための教育
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1992年 国連環境開発会議
「アジェンダ２１」

ESD「持続可能な開発の
ための教育」



■先進校の事例紹介
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さいたま市立大宮八幡中学校

互いに協働して 服のチカラプロジェクト

文部科学大臣賞

優秀教職員組織賞

第８回ESD大賞

中学校賞

日々の授業の中で 地域・環境・人権 国際理解・多文化共生

ユネスコスクールに加盟
地域や社会の課題を
考え、議論し

行動する



■さいたま市教育委員会における取組の本格始動
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○ 令和２年４月 令和２年度新たな重点プロジェクト
さいたま市教育におけるSDGsの取組

 ESDからSDGsの実現を目指して  

SDGsが掲げる持続可能な社会の実現に貢献するため、
学校教育で培われた力を、人生の様々な場面で生かし、行動につなげていくことが重要 

現代社会の課題を自分事として捉
え、他者と協働し、持続可能な社会
につながる新たな価値観や行動を生
み出す力を育成する。

これまで生涯学習関連施設で取り
組んできた地域に根差した特色ある
取組を、SDGsの目標に関連付けて、
普及啓発していく。

学校教育 生涯学習



学校教育に関する取組
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■ESDを深化するために
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取組内容
■ 学校教育における各校の取組を、ＳＤＧｓの目標と関連付ける

■ 学校教育における各校の取組をＰＲシートにまとめ、周知する

後付けマッピング

SDGｓを明確に意識し、実社会とつながる学びへ

・小学校 １０４校
・中学校 ５８校
・特別支援学校 ２校
・高等学校 ３校
・中等教育学校 １校

・ 合計 １６８校

⇒

これまでの取組 これからの取組



■SDGｓに貢献する取組の事例紹介
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１ 貧困をなくそう ４１校
「セーフ・ザ・チルドレン」の取組から格差の

問題について考えること等

２ 飢餓をゼロに ６９校
地域の田を借りて育成した米を給食で
提供し、食に関する関心を高めること等

３ すべての人に健康と福祉を ７６校
がん教育を中心に、自他の健康と生命を
尊重する教育を推進すること等

４ 質の高い教育をみんなに ６１校
ICT機器を活用し、児童生徒一人ひとりに
応じた教育を行うこと等

５ ジェンダー平等を実現しよう ３５校
地域講師と連携し、ジェンダー格差などの
国際問題について調べて考えること等

６ 安全な水とトイレを世界中に ４９校
学校敷地内の用水を生かした米作り体験を
通して、生産のや食文化について考えること等

７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに ３９校
プログラミングの体験を通して、電気の効率的な
使い方や便利なまちづくりについて考えること等

８ 働きがいも 経済成⾧も ３９校
キャリア教育を通して、社会の実情を調べ、働く
意義や目的について考えること等

9  産業と技術革新の基盤をつくろう ３２校
高校との交流を通して、ものづくりの大切さに
ついて考えること等

10 人や国の不平等をなくそう ４８校
不要学用品の寄付活動を通して、貧困や不平
等について考え、国際交流を図る等

全市立学校168校



■
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11 住み続けられるまちづくりを ７８校
昔講師を通して障がいのある方への理解を
深め、市のまちづくりについて考えること等

12 つくる責任 つかう責任 ８８校
農家やJAと生産した米を外国に支援米として
送り、食糧事情や環境保全を考えること等

13 気候変動に具体的な対策を ４３校
ごみ調べ、分別、資源回収、エコライフDAYの
参加から環境保全や省エネを考えること等

14 海の豊かさを守ろう ２７校
食育として、国際交流会で招いた在日外国
人の方に和食の魅力を伝えること等

15 陸の豊かさも守ろう ５０校
学校ファームでの植物の育成などから、生物
多様性、生態系保護を考えること等

16 平和と公正をすべての人に ４１校
海外フィールドワークを行い、国際交流活動
から「平和」について体験的に学ぶこと等

17 パートナーシップで目標を達成しよう２２校
地域の特色や施設・設備、人材とのかかわり
を生かして、パートナーシップの構築を図るこ
等

全ての市立学校
１６８校が

取り組みます！



■さいたまＳＤＧｓ教育 ～ESDからSDGsの実現を目指して～
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誰一人取り残さない 持続可能な社会の創り手を 育成します

パ ー ト ナ ー シ ッ プ

現代社会の課題を自分事として捉え、他者と協働し、持続可能な社会につながる
新たな価値観や行動を生み出す力を育成する。

主に身近な生活や
地域の課題

主に地域や社会の
課題

主に地球規模の
課題

中学校 高等学校小学校



■具体的な事例をご紹介します

全ての市立学校
１６８校が

取り組みます！



■小学校の取組の紹介
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さいたま市立大門小学校

日光御成街道チャレンジ強歩 地域を知り、地域の人々とともに

令和２年１１月２１日（土）
５、６年生 実施予定！



■中学校の取組の紹介
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さいたま市立宮原中学校

教育活動全体で

身近なところから
行動する

知る、考える

振り返る



■中等教育学校の取組の紹介
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さいたま市立大宮国際中等教育学校

グローバルな視点での
課題解決

海外との連携
ニュージーランド（中等３年生）

令和２年１０月１０日（土）
生徒探究発表会

実施予定！

芝浦工業大学との連携
３ＧProjectでの取組



■ホームページ掲載の取組一覧表
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【例】取組一覧表



■ホームページ掲載のPRシート
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【例】研究指定校のPRシート

 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
０１ 地域とともにある学校づくり 

日光御成道チャレンジ強歩の実施 
 本校学区は、江戸時代より日光御
成道の４つ目の宿場、『大門宿』とし
て栄え、現在も街道沿いに大門宿本

陣表門（埼玉県指定史跡）と脇本陣（市指定有形文化財）が残されて
います。大門小学校では、子どもたちが、自分が住んでいるこの地域
に関心や誇りをもち、その歴史や地域のよさを知ることを通して地域を大切にする心を育

てるため、「日光御成道チャレンジ強歩」の実施をしております。大門小学校から岩槻城
址公園までの約１４㎞という距離を粘り強く歩くことを通して達成感を味わわせ、自信を
もたせるとともに「やり抜く力」を培うことも目的としています。学校と家庭、地域が一

つになって取り組むことで、家庭・地域との連携を深め、子どもたちの健全育成を推進し
ていきます。また、歴史ある地域を生かした教材開発を行い、「総合的な学習の時間」に

おいて、地域を主軸に、横断的な学習を行っていきます。この取組を通じて、SDGs の目
標 11「住み続けられるまちづくり」、目標 3「すべての人に健康と福祉を」に寄与してい
きたいと考えています。 

０２ 緑豊かな学校の特色を生かす栽培・飼育活動の充実 
豊かな自然環境を生かした継続的な学習 

本校は、学校ファーム、「野鳥の森」等、

自然豊かな環境に恵まれています。学校
ファームでは、じゃがいも、さつまいも、

米、大根等、季節の野菜を各学年が育てています。自身が育てた食材を収
穫し、給食で調理をしてもらい、食べることで、残さずに食べようという
心を育てることを目指しています。また、「野鳥の森」等ではキジをはじめとする多くの野
鳥や、カブトムシ、クワガタムシ、カマキリ等の昆虫がたくさん生息しています。児童は飼

育したい昆虫の環境を整えるために、住処やえさについて主体
的に学び、考え、それぞれの生物にとって暮らしやすい環境を

つくり、飼育をしています。このように、小学校生活６年間を
通して、豊かな自然環境を生かした学習を通して、身近な地域

の環境について考えることができています。これらの取組を通
じて、SDGs の目標 12「つくる責任つかう責任」、目標 15「陸
の豊かさも守ろう」に貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
学校スローガン 

『笑顔いっぱい みんなに愛される大門小学校』 
～学び 鍛え 夢を育む～ 

☆学校を楽しくするための 
「元気アッププロジェクト」実施中（令和２年度） 

 
１ 開校１４８周年の歴史を生かした地域と協働したチャレンジ強歩の実施 
２ 豊かな自然環境を生かした栽培・飼育活動の充実 

■ 所在地：さいたま市緑区大門１１８９番地  ■ 電話：048-878-0024 
■ FAX：048-812-1047   ■ 交通：JR 武蔵野線東川口駅北口徒歩15分 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

さいたま市立 

大門小学校 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
０１ SDGｓや人権感覚を養う学校環境の整備および授業の実践 

(1)ユニバーサルデザインの視点を取り入れた教室環境の整備 

・教室前面のレイアウトを全校統一とし、生徒が授業に集中でき   

る教室環境整備・SDGｓや人権感覚を養う掲示物作成と掲示 

(2)ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業展開の工夫 

・豊かであたたかな人間関係を育むための日々の授業実践 

(3)「総合的な学習の時間」を活用した SDGｓの実践 

 ・１学年では、未来くるワーク体験を通して SDGｓに関わる企業の取組を取材し、 

SDGｓに対する理解を深めていきます。 

 ・１、2 学年では、校外学習や舘岩少年自然の教室の取 

組を通して SDGｓに関連する学習活動（史跡・自然・ 

歴史・郷土等を調べ、体験を通して学んだ内容の深化）     

を行います。 

・３学年では、義務教育最終年度の総仕上げとして SDGｓ       

をテーマにした卒業論文を制作します。 
 

０２ 「誰一人取り残さない」生徒会組織を中心としたＳＤＧｓへの取組 
11 の委員会活動を通して、SDGｓの目標に迫る取組を行っていき

ます。 

☆生徒会本部：基本理念「誰一人取り残さない」生徒会活動の推進 

①学級委員会：目標 10、17 ②生活委員会：目標 10、16 ③体育委員会：目標 3  

④保健委員会：目標  ３、 6 ⑤美化委員会：目標  6、11  ⑥緑化委員会：目標 13、15  

 ⑦給食委員会：目標 2 ⑧放送委員会：SDGｓの達成に向けた広報活動 ⑨安 全 奉 仕 委 員 会：目標 12 

 

   

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

■所在地：さ い た ま 市 北 区 宮 原 町 4 - 1 2 9   ■電話：048-663-0961 

■FAX：048-663-9881   ■交通：JR 宮原駅西口徒歩 20分 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

校 訓 『夢ひとすじに』 

＜学校教育目標＞ 

〇 学 び  生活リズムを整え、主体的に学習し、授業と家庭学習を大切にできる生徒 

○ 磨 き  生命尊重の心、思いやりの心、感動する心、奉仕の心をもつ生徒 

○ 鍛 え  心身ともに健康で、努力を惜しまず、最後までやり抜く生徒 

〇羽ばたけ  他者とのコミュニケーションを大切に夢と希望、自信と誇りをも てる生徒 

⑩掲示委員会：SDGｓや人権感覚を養う

学校環境の整備（掲示物作成と掲示） 

⑪図書委員会：目標 4  

図書館内へ SDGｓの広報コーナーの設置 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
０１ IB と ICT のコラボレーション 

探究活動と ICT を組み合わせた研究活動の推進 
 本校は、総合的な学習の時間「３

G Project」において、２年生の生
徒全員が半年間をかけ、SDGs の１

７の目標から各自が１つを選び、その実現に向けて自分がどのような貢献ができるか、ど
のように行動していくのかについて探究しています。実践的な取組みとして、自作のポス
ターを掲示して注意喚起を呼び掛けたり、自作の動画を作成して YouTube にアップして

社会貢献を促したりするなど、生徒自身が行動する学習者を育んでいます。こうした取組
を通じて、SDGs を意識した授業実践に取り組んでいます。 
 

０２ グローバルな視点での課題解決 
世界中の同世代と未知の諸課題への解決を図るための活動 

 本校は、生徒全員が３年生でニュージー
ランドを舞台にフィールドワークを行いま

す。現地の連携校のいくつかは SDGs につ
いて探究活動を行っており、事前学習や現地訪問で、現地の川の水について同世代の人たち
と一緒に「人は川や海にどのような影響を与えているのか」などについて、協働で探究活動

を行うよう計画しています。SDGs の目標１４「海の豊かさを守ろう」に寄与していきたい
と考えています。 
 

０３ 実社会で役立つ経験の積み重ね 
大学や企業等と連携した教育活動 

 本校は、芝浦工業大学と連携し、SDGs の
視点でさいたま市の諸課題について意見交

換をしています。実践的な活動の１つとして、大学生と一緒に学校
の近くへフィールドワークに出掛け、地域防災マップを作成するなど、学校の近隣の人たち

に役立つための貢献活動を行っています。SDGs の目標 1１「住み続けられるまちづくり
を」に寄与していきたいと考えています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
１ 国際バカロレア（IB）を核とした探究活動と親和性の高

いICTを組み合わせた実践的な研究活動の推進 

２ 海外研修にて異文化体験し、海外の同世代と未知の諸課

題への解決を図ることによるグローバルな貢献活動 

３ 大学や企業等と連携した、実社会で役立つ経験を積み重

ねた教育活動の展開 

■所在地：さいたま市大宮区三橋 4-96 ■電話：048-622-8200 ■FAX：048-622-6700 
■交通：JR 大宮駅から西武バスで大宮国際中等教育学校バス停下車徒歩 5分 

ニュージーランドの現地の様子 

学校近隣のフィールドワーク 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

ICT を活用した探究活動 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
０１ SDGs17 の目標を意識した日々の授業実践 

学校オリジナルの ESD カレンダーに基づく教科横断的な授業 

 本校では、各教科等の授業において、SDGｓ17 の目標

と学習内容との関連を明確にした、本校オリジナル「ESD
カレンダー」と「補助資料」を作成し、それに基づいて全

職員が共通理解の下、SDGｓを意識した授業実践に日々取り組んでいます。 
 

０２ 国際教育（多文化共生）の充実 
届けよう服のチカラプロジェクト 

ユニクロからスタッフを
招き、難民の現状や服のも

つ力について学び、自分が
できることを考え、着なくなった子供服を回収し世界の難

民に送るというプロジェクトに取り組んでいます。また、
留学生と交流し、世界の現実理解と多文化共生社会を実感するとともに日本の素晴らしさ
について改めて知る活動も行っています。こうした活動を通じて SDGs の目標 1「貧困を

なくそう」や目標 10「人や国の不平等をなくそう」に貢献していきたいと考えています。 
 

０３ 人権教育・環境教育の充実 
人権教育講演会・地域の社会教育施設（五反田会館）と

の連携・八幡ファーム  

 本校では、新聞記者を招

き、新聞を教材に SDGｓを
学ぶ授業や地域の社会教育

施設（五反田会館）との連携、地域の敬老の集いへの参加、

地域の方々や企業の支援による八幡ファーム（学校農園）、
人権意識の高揚を図る人権講演会や生徒による人権朝礼などを行っています。こうした活

動を通じて、SDGs の目標 15「陸の豊かさも守ろう」、目標 17「パートナーシップで目標
を達成しよう」に寄与していきたいと考えています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 本校は学校教育目標を「心豊かで たくましい 広い世界に生きる 

人間の育成～好奇心こそすべての始まり～」とし、ESD（持続可能 
な開発のための教育）の研究を推進しています。人権、環境、国際 

理解、多文化共生などの視点から地球規模の課題を生徒自身のこと 
として認識し、中学生として今何をしなければならないのかを足元 
から考える教育活動を通じて、「ESDの考えを生かした、自ら学び、 

考え、行動する生徒」の育成に取り組んでいます。 

■所在地：さいたま市見沼区大字南中丸３－５－７   ■電話：048-687-8800 

■FAX：048-687-9301   ■交通：アーバンパークライン 大和田駅徒歩 18 分 

届けよう服のチカラプロジェクト  

鑑賞学習の受入れ 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

さいたま市立 

大宮八幡中学校 

SDGｓについて新聞を教材に学ぶ  



生涯学習に関する取組
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■生涯学習関連施設での普及啓発活動を加速します
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取組内容
■ 生涯学習関連施設の取組を棚卸し、ＳＤＧｓの目標と関連付ける

■ 生涯学習関連施設の取組をＰＲシートにまとめ、周知する

後付けマッピング

ローカライズ

市民の近くで学びを提供する 「生涯学習関連施設１００館」 に着目

・公民館 ６０館
・図書館 ２５館
・人権教育施設 ２館
・博物館施設 １０館
・科学館施設 ２館
・美術館施設 １館
・ 合計 １００館

×



■SDGｓに貢献する取組の事例紹介
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１ 貧困をなくそう

５取組 春野図書館ほか
子どもがのびのびと利用できる図書館等

２ 飢餓をゼロに

２取組 北浦和図書館ほか
「さつまいも」に関する資料の提供等

３ すべての人に健康と福祉を

39取組 内野公民館ほか
音楽による健康づくり、コミュニティづくり等

４ 質の高い教育をみんなに

59取組 上木崎公民館ほか
中学部活動とサークル活動の交流事業等

５ ジェンダー平等を実現しよう

３取組 生涯学習総合センターほか
子育て応援パパ・ママおしゃべりプログラム等

６ 安全な水とトイレを世界中に
現段階では該当なし

７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに

３取組 青少年宇宙科学館ほか
再生可能なクリーンエネルギーの出前授業等

８ 働きがいも 経済成⾧も

２取組 中央図書館ほか
創業相談会の開催等

9  産業と技術革新の基盤をつくろう

３取組 博物館ほか

市域の産業発展や先端産業の展示等

10 人や国の不平等をなくそう

４取組 鹿室南集会所ほか
不平等や差別について学べる掲示等

全100施設 201取組



■
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11 住み続けられるまちづくりを

56取組 土器の館ほか
昔からの人々の営みを示す出土品の展示等

12 つくる責任 つかう責任

4取組 浦和くらしの博物館民家園ほか
落葉を堆肥とした無農薬栽培の体験等

13 気候変動に具体的な対策を

5取組 岩槻東部図書館ほか
ハザードマップを集めたコーナーの設置等

14 海の豊かさを守ろう
現段階では該当なし

15 陸の豊かさも守ろう

5取組 桜図書館ほか
荒川資料を集めた「川コーナー」の設置等

16 平和と公正をすべての人に

4取組 桜図書館大久保東分館ほか
平和への理解を深める児童書の展示等

17 パートナーシップで目標を達成しよう

7取組 南箇公民館ほか
「外国人のための日本語教室」の実施等

全１００施設 ２０１取組



■PRシートの概要
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【例】大宮図書館のPRシート

■メインテーマ
各施設が現在実施している、地域社会に根
差した特色ある取組を、SDGｓの各目標に
関連付けて記載しています。
（各施設、１ ３つ程度となっています。）

■施設案内■施設案内
施設の特徴を紹介しています。
所在地、電話、交通、建物写真などを記載
しています。

■サイズ
施設毎にA４サイズ１枚でまとめています。



■まとめ
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「SDGｓ未来都市」としての使命を果たし、未来につながる
持続可能な社会の実現に貢献していきます。

■ PRシートの掲載場所
さいたま市ホームページ
> 子育て・教育 > 生涯学習 > さいたま市の取り組み
> 生涯学習関連施設におけるSDGsの取組の推進

■ 公表開始日

議題１終了


